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皮子平
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車2台で、焼津駅北口から登山口の水生地までは、東名・伊豆縦貫道・伊豆中央道・修善寺道・下田街道を使い、片道約2時間であった。登山口から皮子平までは、往路はゲートをくぐり、しばらく舗装道を上がって、水生地歩道-上り御幸歩道-八丁池遊歩道を経て見晴台でトイレ休憩後八丁池-白田峠-戸塚峠を経て皮子平に下った。復路は大見分岐点まで戻ったあと、登山口の水生地に天城縦走路ハイキングコースを南下し、藤ヶ沢歩道を下山する予定でワサビ田のある分岐点まで来たら、そのルートは現在通行止め、急遽ルート変更し、さらに天城峠まで南下して旧天城トンネル口に下山することになった。「山と高原地図」に記入されている実線は、自然災害等で通行止めになる以外は問題なく通れるものと思い、通行止めとは予想もしてなかった。皮子平は、火山口の平らな底部、閑静な苔生した石とブナの原生林で、中に太さ6ｍを超える天城最大級の巨木が、はるばる山道を歩いて訪れた我々を癒してくれた。この時期の天城山系はシャクナゲの花が有名であるが、今回のルート上にはなく豆ザクラがあちこちに咲き、花を付けたアセビのトンネルや開いたばかりの若葉のヒメシャラ、ブナの林が特に目を引いた。霞んで富士山の眺望はなかったが、展望台からの天城山系の眺めと、テントを張って何泊もしていたい八丁池、また、標高1,100ｍ前後の高低差が小さい縦走路は、標識も整備されていて、気温も15℃前後と歩くには最高であった。
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